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１．はじめに
近年，パーソナル・コンピュータ（PC）の大幅な性能向
上と低価格化によって，研究室の小規模プラズマ実験から
大型プロジェクトに至るまで，デジタル化された実験デー
タを PCで収集・解析するようになってきました．またデ
ジタル計測器の普及と高性能化にも目を見張るものがあり
ます．アナログ計測器の代表格だったチャート紙出力ペン
レコーダも，今や「古くなったノートパソコンをPCレコー
ダにしてペーパーレスをめざす」システムに取って代わら
れようとしています．
今から８年前になりますが，「プラズマ実験における
データ処理」と題した講座が，本誌７２巻１０号～７３巻４号に
全８５ページにわたって連載されました．データ収集システ
ムの基本要素とデータ利用技術，それに大・中規模核融合
実験のシステム事例紹介に重点がおかれています．しか
し，デジタルおよびコンピュータ関連分野ではその後も進
化・変遷が続いており，新技術の登場によって今では時代
遅れになってしまった解説もあります．
その一例がブロードバンド・ネットワークの登場とその
応用でしょう．ギガビット・イーサネット（GbE）は PC
普及機にも搭載されるほど一般化しており，GbEの広帯域
性を活かしたネットワーク接続ストレージ（NAS）も急速
に利用が伸びています．大容量データ保存装置の接続形態
を，コンピュータ直接接続（DAS）からNASへと変えてし
まうほど，ブロードバンドの登場は劇的な影響をコン
ピュータ環境に与えています．
しかし，大学院初学年の学生さんが初めて実験に取り組
むにあたって，データ処理システムの取り扱いが必修事項
なのは，今も昔も同じです．本テーマへの関心の高さは８
年前と変わらず，最新情報をふたたび提供する意義は大き
いといえるでしょう．本講座では，実験データをどのよう
にデジタル集録し，管理・利用すればよいかについて，
ハードウェアの選定から論文図面の作成まで，順序よく集
中講義形式で解説していきます．対象とする読者は，核融
合実験を始めたばかりの大学院学生や，これからデータ処
理システムを構築・改造しようとしている入門者の皆さん
です．
なお，核融合実験のデータ処理分野で重要課題となって
きている
１．定常実験での実時間データ収集と処理
２．遠隔実験参加技術の確立
３．巨大化するデータの管理・取扱い技術
等の話題については，今回は講座としての位置づけや紙面
の制約もあり，関連する章・節で簡単に触れて参考論文を
挙げる程度にとどめることになりました．本誌小特集など
次の機会をご期待ください．
この講座は，中・小規模の実験装置でデータ処理システ
ムを構築・利用するための導入編です．より理解を深める
ための関連テキストや資料類は，各節の参考文献に掲示す
るほか，学会事務局のご協力により，学会Webページ
（http://www.jspf.or.jp/journal/）からも積極的に情報提供
していく予定です．そちらも是非ご活用ください．
以降の連載予定と執筆者は以下のとおりです．
第２章 システムを選ぼう（２月号）
２．１ 計測したい信号の種類を分析する
２．２ 計測信号に見合ったデジタイザを準備する
板倉昭慶（筑波大学）
２．３ 計測器とデジタイザの制御用コンピュータを導
入する 檜垣浩之（筑波大学）
第３章 データを集めよう（２月号）
３．１ 計測器とデジタイザを運転する
３．２ データを生成・転送する
中西秀哉（核融合科学研究所）
３．３ データを保存し，共有する
奥村晴彦（三重大学）
第４章 データを解析しよう（３月号）
４．１ データを表示する
後藤基志（核融合科学研究所）
４．２ データを解析する
大舘 暁（核融合科学研究所）
（中西秀哉）
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